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(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野 ・再生可能資源（バイオマス）の特性と実社会における課題点
の高度な専門知識と実践的技術力 を明確に示し、それを解決するために必要な手法を論理的に説

明できるようになる。
⇔

【専攻】専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説 ・自身の専門分野における知識に基づき、他者の発表内容を理
明できる批判的思考力 解し、議論することができるようになる。

⇔

(2)授業の概要 セルロース系の材料はその構造的な特性ゆえに、構造材料として幅広く利用されている。これらは再生
可能な資源であり、植物の炭酸同化作用により生産される。これら資源の生合成の機構を学ぶことによ
り、それらの構造的な特性を理解する。さらには、その特性を活かした機能性材料の開発動向に関する
理解を深めることが本授業のねらいである。本授業では、教員の講義に続いて学生が本講義のテーマに
沿った課題を決めて発表を行い。それについて討論を行うことにより進めていく。

(3)授業計画 各回のテーマは以下のとおりである。
第１回：イントロダクション
第２回：植物系バイオマスの構造と特徴
第３回：植物細胞壁分解酵素の構造と機能
第４回：循環型社会構築のための再生可能資源からのエネルギー生産
第５回：バイオマスに関する演習I
第６回：セルロース化学と構造的特徴
第７回：セルロースの生合成
第８回：セルロースの材料利用
第９回：セルロースに関する演習II
第１０回：学生による課題発表１
第１１回：学生による課題発表２
第１２回：学生による課題発表３
第１３回：学生による課題発表４
第１４回：学生による課題発表５
第１５回：学生による課題発表６

各演習では、分野ごとに設定される課題に対して自身でまとめ、プレゼンテーションを行い、質疑討論
を行う。

(4)成績評価の方
法

生物化学の先端技術に関する興味と理解度を、各分野で課されるプレゼンテーションの完成度（調査度、
それらをまとめた上での自身の考え、プレゼン資料の作成度合いなど）（50％）と、授業態度（他者の
プレゼンテーションへの積極的な発言）（50％）の合計点により評価する。自身の発表に加え、他の発
表者への質問や、討議への積極的な参加具合も評価対象とすることに心得ておくこと。

(5)成績評価の基
準

再生可能な資源、特に植物系資源の生合成や特性、それらの利用方法について理解した上で、他の受講
生にも理解してもらえる発表を行えれば合格水準にある。さらに、その後の討論に加わり、自分の意見
を述べることができればかなり上のレベルであると評価される。さらには、社会との関連について、特
にSDGｓへ貢献についえ考察ができれば卓越したレベルであると判断する。

(6)事前事後学習
の内容

各回の講義後には、次回の講義でのプレゼンテーションの準備や他の学生との討論をするための下調べ
が必要であり、これに充てる時間は授業時間の倍程度の時間が必要であると考えられる。

(7)履修上の注意 本講義はZoom等のWebを利用した講義になります。講義中に聞きとれなかったことや、見え難いことがあ
った場合は、講義中であっても、その都度、指摘していただて構いません。講義の資料については原則
として、eALPS上に掲載するので参考にしてください。また、講義後に疑問な点などがあれば、下記の質
問先に連絡をして下さい。

(8)質問,相談への
対応

随時、訪問またはE-mailで受け付けます。訪問する場合は、予め日程調整をしてください。
水野：m-mizuno@shinshu-u.ac.jp

(9)その他 本講義は、生命医工学専攻生命工学分野で開講される「先進生命化学特論」と同時開講になります。講
義は、通常は講義棟201室のSUNSシステムを使って各地キャンパスに配信します。

【教科書】 　特になし

【参考書】 近藤昭彦、天野良彦他編集「バイオマス分解酵素研究の最前線」シーエムシー出版
近藤哲男編「機能性セルロース次元材料の開発と応用」シーエムシー出版


